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概要
対話における発話の感情認識が，ソーシャルメ

ディアの感情分析を目的として注目を集めている．
対話の感情認識では，同じ発話であっても，先行文
脈に応じて異なる感情を示すことがある．従来手法
として DialogueCRN [1]は，識別対象の発話とその
先行文脈（対話）を利用し，高い識別性能を示した．
本研究は，モデル外部のデータベースを活用し

て，従来の識別モデルを補強する方法を提案する．
具体的には，まず識別対象の発話とその先行文脈の
内容をクエリーとして，意味的に近い発話を訓練
データから k近傍法を用いて検索する．検索した発
話（近傍事例）に付与された感情ラベルと，識別対
象の発話との距離を基に感情ラベルの確率分布を作
成し，従来の識別モデルの確率分布と重み付け線形
和によって組み合わせる．
本研究は，定数による重み付き線形和で 2つの確
率分布を組み合わせるだけでなく，重み係数を導出
するニューラルネットワークを構築して，識別対象
の発話ごとに動的に重み係数を変更する．さらに，
適切な重み係数を学習するために，図 1に示す係数
損失を導入する．従来の識別モデル（または近傍事
例）による確率分布が適切な場合，従来の識別モデ
ル（または近傍事例）側の重み係数が高くなること
が望まれるため，従来の識別モデルによる確率分布
と近傍事例による確率分布のそれぞれが示す感情ラ
ベルが，教師ラベルと一致する場合に重み係数を高
め，そうでない場合に重み係数を低くする損失関数
を設計する．
ベンチマークデータ IEMOCAP [2] を用いた評価
実験の結果を表 1に示す．動的に重み係数を変更す
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図 1 教師ラベルとの交差エントロピー（CE）損失を計
算し，従来手法と近傍事例の確率分布が示す感情ラベル
が教師ラベルと一致する場合に重み係数を高めるバイナ
リー交差エントロピー（BCE）損失を計算する．
モデル 手法 タイプ 係数損失 IEMOCAP

DialogueCRN 63.57± 0.54

提案手法
定数 - 66.61± 0.50

動的 - 67.31± 0.46
✓ 68.11± 0.69

表 1 従来手法 DialogueCRNと，定数による重み付き線
形和を利用する提案手法と，重み係数を動的に変更する
提案手法との比較．各値は 5回の実験による重み付き F1
値の平均値を示す．

る提案手法が，従来手法を上回る最高水準の認識性
能を示した．加えて，適切な重み係数を学習するた
めには，係数損失が必要であることを確認した．
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